
工学問題への専門家のアプローチの事務系版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始 

解くべき問題の

本質の明確化 

概略図の作成 

概略図上で動かしてみる 

理論的知識による説明 

結果を吟味 

経験との照らし合わせ、予測的な

活用等、また一般化も試みて限界

を知る 

終了 

概略図の修正（精密化） 

・ 真の問題、論点は何か？答えるべき疑問は何か？ 

・ 関係のある適切な事実は何か？ 

・ 計画が開始できる程度に必要な事実を集めたか？(調査にばかり時間をかけるは×、適当な段階での割り切りも重要) 

・ 入り組んだ問題では、最初にどれを攻撃すべきかの意思決定（割り切り）が重要？ 

・ 関連事項をとりあえず絵に書く。登場人物、関係物、舞台設定を描く 

・ 最初は抜けがあってもよい 

・ 典型的な動作事例を動かしてみる。最初は典型例、後から例外的なものを追加する。 

� その中で不足するものを見出し、概略図を修正していく。特に抽象のレベルを合わせていく 

・ 関連する一般知識からどこまで説明できるか？抽象的に一般化して理論適用を考える。 

・ 結果は満足か？もう一度概略図に修正が必要か？ 

・ 補足すべき事項の記述 

・ 不要部分の省略(必要最小限に簡略化を行う) 

概略図修正、シミュレーション実行と理論的説明実施を繰り返し、修正が不要になったら収束とする 

・ 作業は細部にいたるまで正しいか？(因果関係はキチンと繋がっているか？できれば確認したか？) 

・ 使った仮定は合理的であるか？重要な因子はすべて考えの中に取り入れたか？ 

・ 真実と知っている事項と比べて、得た結果は筋が通っているか？経験と合致するか？極端例で考える。 

・ 外乱に対してどれぐらい強いか？思考実験で、動かしてみる。極端例でどこで破綻するか考える。 

・ 結果は満足か？やり直すとしたらどのレベルからか？ 

・ 何を見出したか？その結果は何を意味しているのか？わかりやすく言えばどうなる？ 

・ 得た結果は最初の疑問に対する答えとして何を語っているのか？ 

・ その結果は、はじめにおいた仮定でどのような影響を受けるのか？条件を緩和するとどうなる？ 

・ 将来の問題あるいは問題の残りの部分に対して、役に立つかもしれないものとして、どんなことを見出したか？) 

・ 類推・他分野への展開、融合を図り、成果を出来るだけ活用する。 

収束？ 

Yes 

No 


